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1．研究の目的  

宮城県大崎市鬼首地区においては，（独）防災科学技術研究所による強震観測（K-NET）及び臨時の強

震観測により，一つの盆地構造内において複数のサイト増幅特性が求められている．本研究では，解析に

より精度良くサイト増幅特性を評価するため，深部地盤構造を対象とした 3 次元解析を実施し，サイト

増幅特性の評価法について検討する． 

2．鬼首地域の概要 

 鬼首地域は，宮城県北西部の秋田県及び岩手県との県境に位置し

ており，新旧 2つのカルデラによって構成された盆地構造である．

また鬼首集落がある旧カルデラがより深い盆地構造を有している．

図-1に概略位置図（左上）と電子国土による標高図を示す．常設地

震観測点は盆地内部に K-NET 鳴子および盆地の外に KiK-net 鳴子

が設置されている．図-2は図-1の黒枠の中を詳細に示した電子国土

による地形図である．図中に，K-NET 鳴子及び臨時地震観測点であ

る KMK，LOD，DAM，PAKの 4地点の位置を示した 1)．なお常設

地震観測点である K-NET 鳴子および KiK-net 鳴子のサイト増幅特

性はスペクトルインバージョン法によって算定されている 2)． 

3．鬼首地域のサイト増幅特性 

 臨時地震観測点のサイト増幅特性の算定に用いた地震を表-1 に

示す．臨時地震観測点の 4地点において，スペクトルインバージョ

ン法ではなく，近傍の常設地震観測点のサイト増幅特性（スペクト

ルインバージョン法による）を，両者の同時記録のスペクトル比に

より補正する方法を用いてサイト増幅特性の算定を行った（図-3）．

旧カルデラの中央部に位置する K-NET，KMK，DAM は 0.3~0.6Hz

に 50 倍にも達する大きなピークを有し，旧カルデラの中心から少

し離れた位置と考えられる LOD，PAKは 10～20 倍程度の増幅倍率

を示した． 

表-1 地震諸元 

 

 

図-1 鬼首地域 

 

図-2 地震観測点 

 

図-3 サイト増幅特性 
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4．3次元地震応答解析 

 深部地盤構造をモデル化した鬼首地域に対して， 3 次元解析を行っ

た．解析には防災科学技術研究所によりパッケージ化された GMS3)を

用いた．地盤モデルとして J-SHIS4)による深部地盤情報を基礎モデルと

して用いた．震源モデルはサイト増幅特性の算定に用いた地震のうち

平均に近い増幅特性を示した地震と特に逸脱した増幅特性を示した地

震を 2 つずつ，計 4 つの地震を選び，それらと同じ入射角度，地震メ

カニズム解とした（図-4）．伝達関数は不均一モデルの結果／岩盤物性

均一モデルの結果によって表されるものと定義した．3次元解析および

2次元解析により得られた 4つの震源モデルによる伝達関数の平均値，

観測から求めたサイト増幅特性および 1 次元周波数伝達関数を比較し

て図-5 に示した．また解析による誤差を考慮するため，KMKの観測によるサイト増幅特性をDAM，LOD，

PAK における解析によるサイト増幅特性と KMK の解析によるサイト増幅特性との比により補正したも

のを同じく図-5に示す． 

5．結論 

 解析によるサイト増幅特性

は観測によるサイト増幅特性

と比較して，1次の卓越周波数

は概ね一致したが増幅倍率は

低く評価した．またサイト増

幅特性は解析に用いる震源モ

デルの震源位置，地震メカニ

ズム解によって大きく異なる

ことがわかった．特に横ずれ

断層の地震メカニズム解のと

き，観測点によっては地震動

の水平 2 成分が大きく異なる

ケースが存在し，観測による

サイト増幅特性と解析による

サイト増幅特性ではその評価

が異なる可能性があることが

分かった． 
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図-4 3次元解析モデル 
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 (2) DAM 

 

(4) PAK 
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図-5 サイト増幅特性比較 
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